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八

戸

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か

ら
陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地
に
対
し
ま
し
て
多

大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全

世
界
的
な
流
行
も
新
た
な
段
階
を
迎
え
、
こ
の

３
年
間
、
私
達
は
困
難
な
状
況
に
直
面
し
ま
し

た
が
、
医
療
関
係
者
を
始
め
と
す
る
多
く
の

人
々
の
献
身
に
よ
っ
て
危
機
を
克
服
し
、
本
年

２
月
に
は
こ
こ
八
戸
に
お
い
て
も
「
八
戸
え
ん

ぶ
り
」
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
私
達
の
生
活
も
元
の
状
態
に
戻
り
つ

つ
あ
り
、
令
和
５
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
「
停
滞
」
か
ら
「
飛
躍
」

へ
の
転
換
点
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

一
方
で
、
国
外
に
目
を
転
じ

る
と
、
危
機
が
過
ぎ
去
っ
て
い

な
い
事
は
明
ら
か
で
す
。
昨
年

２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
継
続
し

て
お
り
、
本
年
２
月
に
は
ト
ル

コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
に
よ
っ
て

未
曽
有
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
な
お
膨
大
な

数
の
人
々
が
住
む
場
所
や
安
全

な
暮
ら
し
を
失
い
、
生
命
の
危

険
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
状
況
は
、
遠
く
離
れ
た
日

本
に
暮
ら
す
私
達
に
と
っ
て
も

決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
ま

た
、
我
が
国
周
辺
に
お
い
て
も

安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ま
ず
は
危
機
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と

も
に
、
た
と
え
危
機
が
発
生
し

た
と
し
て
も
、
事
態
が
拡
大
す

る
こ
と
を
防
ぐ
態
勢
を
整
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
昨

年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
「
国
家

安
全
保
障
戦
略
」
等
に
基
づ
き
、

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
「
防
衛
力

の
抜
本
的
な
強
化
」
に
向

第４地対艦ミサイル連隊長
兼ねて 八戸駐屯地司令

１等陸佐

遠藤 智明

八戸駐屯地後援会
会長 坂本 美洋

け
て
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
八
戸
駐
屯
地
も
環

境
の
変
化
と
国
民
か
ら
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
地
域
の
皆
様

と
連
携
し
な
が
ら
自
ら
を
変
革

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
願
い
を
込
め

て
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事
の
開
催
に
あ
た

り
、
「
地
域
と
共
に
前
へ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
設
定
し
ま

し
た
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
「
即
応
・

信
頼
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
の
一
員
と

し
て
皆
様
と
共
に
前
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
四
年
ぶ
り
と

な
る
駐
屯
地
創
立
六
十
七
周
年
記

念
行
事
を
挙
行
さ
れ
、
駐
屯
地
と

地
域
と
の
絆
を
益
々
深
め
ら
れ
た

こ
と
は
、
後
援
会
長
と
し
て
大
変

喜
ば
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

当
後
援
会
は
、
引
き
続
き
駐
屯

地
の
円
滑
な
運
営
、
機
能
の
強
化

及
び
地
域
交
流
に
協
力
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
、
本
紙
を
通
じ
て
読

者
の
皆
様
に
対
し
、
任
務
に
ま
い

進
す
る
八
戸
駐
屯
地
部
隊
・
隊
員

の
真
摯
な
姿
を
お
伝
え
で
き
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。
本
趣
旨
を

ご
理
解
頂
き
協
賛
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
後
援
会
の
皆
様
に
対
し
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

初
夏
を
迎
え
い
よ
い
よ
訓
練
最

盛
期
と
な
り
ま
す
が
、
隊
員
、
御

家
族
並
び
に
読
者
皆
様
の
御
健
勝

と
御
多
幸
を
重
ね
て
お
祈
り
申
し

上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

駐
屯
地
の
隊
員
及
び
隊
員
御
家
族
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

国
内
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
は
沈
静
化
の
兆
し
を
見
せ
、
市
中

も
よ
う
や
く
通
常
の
生
活
を
取
り
戻
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
外
で
は
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
の
継
続
を

は
じ
め
、
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
国
際

情
勢
の
中
、
我
が
国
の
防
衛
や
災
害
派
遣
の
た

め
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和５年度駐屯地司令感謝状贈呈式

○
槙

一
郎

様

○
株
式
会
社

大
角
建
設

様

○
寺
下
建
設

株
式
会
社

様

○
加
藤

政
美

様

○
三
浦

末
松

様

○
佐
藤

浩
人

様

○
石
川
地
区
自
治
会

様

○
有
限
会
社

テ
ィ
ー
ワ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

様

○
株
式
会
社

花
万
食
品

様

○
チ
ム
ニ
ー
株
式
会
社

は
な
の
舞

様

○
第
一
物
産
株
式
会
社

様

○
児
童
養
護
施
設

社
会
福
祉
法
人

七
戸
美
光
園

様

令
和
５
年
４
月
22
日
（
土
）
八
戸
駐
屯
地
に
お
い
て

「
令
和
５
年
度
駐
屯
地
司
令
感
謝
状
贈
呈
式
」
を
実
施
し
、

平
素
か
ら
国
防
の
重
要
性
と
自
衛
隊
に
対
す
る
ご
理
解
の

も
と
防
衛
基
盤
の
育
成
及
び
八
戸
駐
屯
地
の
発
展
に
積
極

的
に
協
力
し
て
頂
い
た
12
名
の
方
々
に
対
し
、
駐
屯
地
司

令
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

（
以
下
、
順
不
同
）

令
和
５
年
４
月
22
日
（
土
）
八
戸
駐
屯
地
に
お
い
て

「
八
戸
駐
屯
地
創
立
67
周
年
記
念
行
事
」
が
４
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
約
２
０
０
０
名
の
一

般
来
場
者
が
訪
れ
、
八
戸
市
長
を
始
め
と
す
る
ご
来
賓

の
方
々
も
式
典
へ
ご
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
及
び
装
備

品
展
示
が
行
わ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ

４
年
ぶ
り
の
記
念
行
事
は
地
域
の
方
々
、
隊
員
及
び
ご

家
族
の
お
か
げ
に
よ
り
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

本
ペ
ー
ジ
で
は
そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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令
和
５
年
２
月
22
日
（
水
）
八
戸
地
区
自
衛
隊

協
力
会
が
主
催
す
る
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会

が
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

43
名
の
入
隊
予
定
者
と
御
父
兄
が
参
加
さ
れ
、

入
隊
予
定
者
達
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
自
衛
隊
生

活
を
前
に
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ
る
面
持
ち
で

入
隊
予
定
者
激
励
会
に
臨
み
ま
し
た
。

八
戸
駐
屯
地
か
ら
は
、
遠
藤
司
令
が
来
賓
と
し

て
参
加
し
、
歓
迎
の
言
葉
と
し
て
「
仲
間
と
絆
を

大
事
に
、
努
力
と
健
闘
を
期
待
し
ま
す
」
と
入
隊

予
定
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
歓
迎
の
言
葉
を
贈
る
と
と
も
に
八
戸
陣

太
鼓
部
が
「
祝
い
太
鼓
」
を
始
め
と
し
た
他
３
曲

の
激
励
演
奏
を
披
露
し
入
隊
予
定
者
の
前
途
を
祝

福
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
３
月

日
付
で
第
９
後
方
支
援
連
隊
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
内
藤
１
佐
で
す
。

こ
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
八
戸
駐
屯
地
で
勤
務
で
き
ま
す
こ

と
を
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

第
９
後
方
支
援
連
隊
は
、
第
９
師
団
の
作
戦
・
任
務
遂
行

の
た
め
の
兵
站
・
衛
生
支
援
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
長
と
し

て
誠
心
誠
意
職
務
に
あ
た
る
所
存
で
す
。

諸
先
輩
方
々
、
関
係
所
掌
の
皆
様
方
、
隊
員
ご
家
族
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
着
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
、
西
部
方
面
総
監
部
装
備
部
か
ら
第

５
代
第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
隊
長
に
着
任
し
た
森
屋
３
佐
で

す
。
初
め
て
の
東
北
方
面
隊
勤
務
で
あ
り
、
歴
史
あ
る
八
戸
駐

屯
地
で
の
勤
務
は
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
海
産
物
や
色
々
な

観
光
地
め
ぐ
り
等
、
公
私
と
も
に
充
実
し
た
勤
務
を
送
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

隊
員
相
互
は
も
と
よ
り
上
下
左
右
、
地
域
の
方
々
も
含
め
た

「
融
和
団
結
」
、
少
し
で
も
部
隊
・
地
域
の
た
め
と
な
る
よ
う

考
え
て
動
く
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
の
２
点
を
隊
長
と
し
て
要
望
し

改
編
を
控
え
る
中
で
も
関
係
各
部
隊
・
地
域
と
密
接
に
連
携
し

つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
を
全
力
で
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

少
人
数
の
部
隊
で
は
あ
り
ま
す
が
隊
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て

地
域
の
一
員
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
駐
屯
地
作
り
の
た
め
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
格
別
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
定
期
異
動
で
富
士
学
校
（
Ｆ
Ｏ
Ｃ
）
か
ら
第

普
通
科
連

隊
、
第
３
中
隊
長
に
着
任
し
ま
し
た
川
内
３
佐
で
す
。
伝
統
あ
る
八
戸

駐
屯
地
で
勤
務
で
き
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
今
後
の
勤
務
に
お
い
て
は
、
与
え
ら

れ
た
任
務
を
確
実
に
完
遂
で
き
る
部
隊
を
育
成
す
る
た
め
に
全
身
全
霊

を
も
っ
て
職
務
に
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。
ま
た
、
駐
屯
地
司
令
を
は
じ

め
駐
屯
地
に
所
在
す
る
多
く
の
方
々
の
支
援
、
協
力
を
受
け
る
機
会
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新着任部隊長 紹介

第９後方支援連隊長
１等陸佐 内藤 啓太

第１０２特科直接支援隊
直接支援中隊長

１等陸尉 湯山 勝則

第３０１高射直接支援隊長
３等陸佐 森屋 和也

第３８普通科連隊第３中隊長
３等陸佐 川内 将嗣

こ
の
度
の
３
月
の
定
期
異
動
に
よ
り
、
補
給
統
制
本
部

火
器
車
両

部
（
十
条
）
か
ら
第
７
代
目
の
第
１
０
２
特
科
直
接
支
援
隊

直
接
支

援
中
隊
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
湯
山
１
尉
で
す
。

今
回
で
３
度
目
の
中
隊
長
勤
務
と
な
り
ま
す
。
そ
の
重
責
を
自
覚
し

常
に
有
事
対
応
を
念
頭
に
置
き
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
い

社
会
情
勢
に
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
た
上
で
、
日
々
自
学
研
鑽
に
努

め
、
今
ま
で
以
上
に
部
隊
指
揮
官
と
し
て
何
事
に
お
い
て
も
「
率
先
垂

範
」
を
心
が
け
、
自
ら
の
識
能
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
被
支
援
部
隊
の
任
務
完
遂
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
勤
務
経
験
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、
全
身
全
霊
を
捧
げ
、
自
ら
の
責
務
の
完
遂
に
努

め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

中
隊
長
着
任
に
あ
た
り
、
被
支
援
部
隊
の
任
務
完
遂
を
第
一
義
と
し

中
隊
長
要
望
事
項
と
し
て
「
任
務
必
成
」
を
掲
げ
、
統
率
方
針
に
は

「
明
朗
（
明
る
く
）
」
、
「
愛
和
（
仲
良
く
）
」
、
「
喜
働
（
謙
虚
と

感
謝
を
忘
れ
ず
喜
ん
で
働
く
）
」
を
統
率
方
針
と
し
、
じ
後
、
地
域
及

び
駐
屯
地
の
皆
様
と
共
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
中
隊
一
丸
と
な
っ
て
任

務
完
遂
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
か

ら
の
厳
し
く
も
暖
か
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ま
た
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

30

八戸陣太鼓部による「祝い太鼓」

激励の言葉を贈る八戸駐屯地司令自衛隊の魅力をPRする先輩隊員
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第９号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和５年５月３１日 (４)

各 部 隊 の 活 動 状 況

断郊競走：郊外の野原、丘陵、森林等
を横断する走路による長距離競走

雪面へ離発着訓練するAH-1S

スキー機動訓練中の
２対戦ヘリ隊長（中央）

職
種
統
一
訓
練
・
対
空
戦
闘
能
力
の
向
上(

高
射
特
科)

第
１
０
１
高
射
特
科
隊
（
隊
長

田
中
２
佐
）
は
、
令
和
５
年

１
月

日
（
日
）
か
ら

日(

金)

ま
で
の
間
、
青
森
県
東
部
一
帯

の
自
衛
隊
施
設
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
高
射
職
種
統
一
訓
練
を

実
施
し
た
。

本
訓
練
に
、
東
北
方
面
隊
隷
下
の
全
高
射
特
科
部
隊
及
び
第

高
射
特
科
大
隊
が
参
加
し
、
航
空
自
衛
隊
等
と
の
連
携
の
も
と
、

実
機
に
対
す
る
実
戦
的
な
対
空
戦
闘
を
実
施
し
、
東
北
方
面
隊
と

し
て
の
対
空
作
戦
能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

第
９
施
設
大
隊
（
大
隊
長

小
林
２
佐
）
は
令
和
５
年
３
月

１
日
～
３
日
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度

第
３
次
大
隊
野
営
訓
練
と
し
て
部
隊
装
備
火
器
の
射
撃
等
を
実

施
し
た
。

本
訓
練
で
は
大
隊
が
装
備
す
る
部
隊
装
備
火
器
で
あ
る
84
㎜

無
反
動
砲
、
個
人
携
帯
対
戦
車
弾

．
７
㎜
重
機
関
銃
の
射

撃
及
び
70
式
地
雷
原
爆
破
装
置
の
投
射
に
つ
い
て
事
前
の
射
撃

予
習
等
成
果
を
発
揮
し
て
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

特
に
70
式
地
雷
原
爆
破
装
置
訓
練
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

状
況
と
し
て
付
与
さ
れ
た
地
雷
原
の
位
置
及
び
通
路
開
設
予
定

位
置
に
基
づ
き
夜
間
の
測
距
か
ら
設
置
の
一
連
の
行
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
各
中
隊
が
同
一
条
件
下
で
投
射
を
行
い
、
各

中
隊
の
投
射
練
度
を
確
認
し
、
じ
後
の
練
成
の
資
を
得
た
。

個人携帯対戦車弾を射撃する隊員

７０式地雷原爆破装置を設置する隊員

第

１

０

１

高

射

特

科

隊

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
連
隊
長

遠
藤
１
佐
）
は
、

令
和
５
年
１
月
16
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）
の
間
、
東
北
方
面

特
科
隊
が
実
施
し
た
令
和
４
年
度
隊
小
火
器
射
撃
競
技
会
に
参

加
し
た
。

本
競
技
会
は
、
隊
員
の
小
火
器
射
撃
技
術
練
度
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
部
隊
の
士
気
及
び
団
結
の
強
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
基
本
射
撃
、
至
近
距
離
射
撃
及
び
拳
銃
射
撃

を
競
技
種
目
と
し
て
中
隊
対
抗
方
式
で
実
施
さ
れ
た
。

競
技
の
結
果
、
令
和
４
年
度
（
令
和
５
年
３
月
15
日
）
で
廃

止
と
な
っ
た
第
２
中
隊
が
中
隊
対
抗
の
部
で
優
勝
し
、
ま
た
個

人
の
部
（
基
本
射
撃
及
び
拳
銃
射
撃
）
に
お
い
て
第
１
位
の
成

果
を
獲
得
し
、
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。

拳
銃
射
撃

基
本
射
撃

第
９
施
設
大
隊

至
近
距
離
射
撃

16

20

15

10

12

第
３
８
普
通
科
連
隊

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
（
隊
長

齋
藤
２
佐
）
は
、
令

和
５
年
２
月
６
日
（
月
）
か
ら
10
日
（
金
）
に
か
け
て
岩
手
山
演

習
場
に
お
い
て
、
第
４
回
航
空
隊
訓
練
に
参
加
し
た
。
本
訓
練
は

積
雪
寒
冷
地
で
の
、
任
務
遂
行
上
必
要
な
部
隊
の
基
本
的
行
動
、

隊
員
の
基
礎
動
作
等
に
つ
い
て
演
練
し
て
冬
季
に
お
け
る
部
隊
運

用
の
実
効
性
及
び
部
隊
練
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

隊
は
指
揮
所
の
開
設
、
戦
闘
（
射
撃
）
、
掩
体
構
築
、
警
戒
監
視
、

野
外
通
信
燃
料
弾
薬
再
補
給
点
の
開
設
及
び
航
空
機
の
離
発
着
訓

練
を
実
施
し
た
。

第
９
後
方
支
援
連
隊
（
連
隊
長

内
藤
１
佐
）
は
、
令
和
５

年
２
月
16
日
（
木
）
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
「
令
和
４
年
度

連
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
」
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
冬
季
戦
技
能
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

部
隊
の
士
気
の
高
揚
及
び
団
結
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
、
分
隊
機
動
に
よ
る
断
郊
競
争
で
競
わ
れ
た
。

選
手
達
は
、
部
隊
の
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
継
続
し

て
積
み
上
げ
て
き
た
努
力
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、
約

５
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
を
全
力
で
駆
け
抜
け
た
。

結
果
は
、
第
２
整
備
大
隊
が
優
勝
の
名
誉
を
手
に
し
、
連
隊

冬
季
戦
技
会
連
覇
を
果
た
し
た
。

第
38
普
通
科
連
隊
３
中
隊
（
中
隊
長

川
内
３
佐
）
は
、
令

和
４
年
度
最
後
と
な
る
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
担
任
し

令
和
５
年
２
月
16
日
～
19
日
ま
で
の
間
、
雪
の
積
も
る
中
、
岩

手
駐
屯
地
及
び
秋
田
駐
屯
地
に
お
い
て
訓
練
を
実
施
し
練
成
を

通
じ
て
各
隊
員
は
、
練
度
及
び
体
力
の
向
上
を
図
っ
た
。



第９号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和５年５月３１日 （５）

各 部 隊 の 活 動 状 況

東
北
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
（
隊
長

森
１
尉
）
は
、
令

和
５
年
１
月
23
日
か
ら
25
日
及
び
２
月
13
日
か
ら
17
日
の
間
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
積
雪
地
訓
練
を
実
施
し
た
。

指
導
官
の
適
時
適
切
な
指
導
の
下
、
奥
入
瀬
渓
流
温
泉
ス
キ
ー
場

で
、
今
季
最
強
寒
波
の
中
、
斜
面
技
術
及
び
ス
キ
ー
行
進
を
実
施
し
、

ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
で
の
訓
練
を
経
験
し
、
積
雪
地
で
の
部
隊
行
動
向

上
に
繋
が
っ
た
訓
練
に
な
っ
た
。

今
後
更
な
る
部
隊
の
精
強
化
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
隊
（
隊
長

森
屋
３
佐
）

は
、
新
戦
力
を
迎
え
入
れ
た
新
体
制
で
、
令
和
５
年
度

末
に
迎
え
る
改
編
に
向
け
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
本
年

度
は
主
任
務
で
あ
る
支
援
業
務
を
完
遂
し
つ
つ
、
各
種

競
技
会
等
戦
技
能
力
の
向
上
も
図
り
、
万
全
の
態
勢
で

改
編
に
向
け
邁
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
今
年
度
は
銃
剣
道
競
技
会
が
久
し
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
る
た
め
、
上
位
入
賞
を
目
指
し
つ
つ
持
続
走
競

技
会
７
連
覇
を
目
標
に
練
成
を
継
続
し
、
今
年
度
も
引

き
続
き
駐
屯
地
各
部
隊
と
の
連
携
・
絆
の
強
化
に
努
め

る
。

第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
隊

直
接
支
援
中
隊
（
中
隊
長

湯
山
１
尉
）
は
、
確
実

な
点
検
・
整
備
及
び
被
支
援
部
隊
と
の
強
固
な
連
携
に

よ
り
、
令
和
４
年
度
管
理
換
事
業
を
全
て
異
常
な
く
完

了
し
た
。
今
年
度
も
関
係
所
掌
と
の
連
携
を
密
に
し
複

雑
・
広
範
・
多
岐
に
亘
る
業
務
環
境
に
柔
軟
に
対
応
し

て
、
装
備
品
の
可
動
率
向
上
に
努
め
る
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
第
３
回
中
隊
訓
練
で
は
白
色
装

具
の
装
着
要
領
及
び
装
着
時
の
部
隊
行
動
に
つ
い
て
演

練
し
た
。
偽
装
及
び
防
寒
の
た
め
の
白
色
装
具
を
装
着

し
た
際
、
山
林
間
の
機
動
に
困
難
を
伴
っ
た
が
、
部
隊

の
機
動
態
勢
及
び
隊
員
の
冬
季
に
お
け
る
機
動
能
力
を

向
上
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
後
も
真
摯
に
訓
練
と
整

備
業
務
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
。

東
北
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊

ポイント
駐屯地ではコンベクションオーブンで焼
いていますが、家庭ではフライパンでも
焼けます。その場合ではフライパンにサ
ラダ油を入れて焼いてください。

材料 １人分
豚背ロース （１２０g）１枚

「ポークピカタ」

ポークピカタレシピ

作り方
① 豚背ロースに食塩・白こしょうをふる。
② ①の豚背ロースに小麦粉をまぶす。
③ 粉チーズと鶏卵を混ぜ合わせ、②のお肉を
くぐらせる。

④ ③のお肉を鉄板に並べ２２０℃のオーブンで
１５分程度焼く。

⑤ レタスは食べやすい大きさにちぎる。
⑥ 人参をくし切りにして砂糖とバターで煮る。
⑦ ★の調味料を合わせ、煮詰める。
⑧ 盛り付ける。

メニュー紹介 糧食班レシピ紹介

ピカタとは、イタリア料理の一つで肉や魚(主に白
身魚)に塩・こしょうをして小麦粉をまぶし、溶き卵を
つけて焼いたもののことをいいます。駐屯地では、溶き
卵に粉チーズを入れて風味を良くしています。仕上げに
かけるソースは粒マスタード入れてピリっと刺激ある味
わいで、ご飯が進みます。今回紹介したチーズポークピ
カタは５月にも提供しますので、隊員の皆さんはお楽し
みください♪

🍚八戸駐屯地

食堂

第１ホーム
広告挿入予定

ＳＩＮＣＥ ２００６ＳＩＮＣＥ ２００６

０．４ｇ
適量

１０ｇ
５ｇ

３０ｇ
２５ｇ
４０ｇ
２ｇ
３ｇ

食塩
白こしょう
小麦粉
粉チーズ
鶏卵
レタス
人参
砂糖
バター

★とんかつソース ５ｇ
★トマトケチャップ １２ｇ
★粒マスタード ３ｇ
★赤ワイン ３ｇ
★中双糖 ２ｇ

【栄養価】
エネルギー ５１３Ｋｃａｌ
たんぱく質 ３０．４ｇ
脂 質 ３１．９ｇ
炭水化物 ２０．２ｇ
食塩相当量 １．９ｇ

第
１
０
２
特
科
直
接
支
援
隊
直
接
支
援
中
隊

第
３
０
５
基
地
通
信
中
隊
八
戸
派
遣
隊
（
隊
長

坂
本
２
尉
）

は
、
令
和
５
年
１
月
16
日
（
月
）
か
ら
３
月
３
日
（
金
）
の
期
間

に
八
戸
駐
屯
地
及
び
七
戸
町
営
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
「
令
和
４

年
度
中
隊
ス
キ
ー
練
成
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
「
あ
ら
ゆ
る
雪
質
及
び
地
形
を
安
全
確
実
か
つ
迅
速

に
ス
キ
ー
機
動
で
き
る
技
術
の
習
得
」
を
目
的
と
し
、
派
遣
隊
に

お
い
て
は
平
地
及
び
傾
斜
面
で
の
移
動
技
術
の
練
成
や
戦
闘
技
術

の
確
認
を
実
施
し
た
。

各
隊
員
は
、
自
身
の
実
力
と
到
達
す
べ
き
練
度
を
確
認
し
、
ス

キ
ー
指
導
官
の
下
、
積
極
的
に
ス
キ
ー
機
動
の
練
習
を
実
施
し
て

練
度
及
び
体
力
の
向
上
を
図
っ
た
。



第９号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和５年５月３１日 （６）

八戸駐屯地では、駐屯地の活動状況を逐次更新中☆彡
詳しくは、こちらをチェックしてみてください！

https://www.mod.go.jp/gsdf/neae/hachinohe/

住所 八戸市市川町桔梗野官地
☎ ０１７８－２８－３１１１

フェイスブック・ツイッター絶賛活動中！
フォロワー募集中です♪

🔍 八戸駐屯地 で検索！

八戸商工会議所
自衛隊・八戸市防災対策検討委員会
青森県隊友会三八地域支部
八戸市自衛隊家族会
青森県銃剣道連盟八戸支部
第１０１高射特科隊後援会
八戸陸上自衛隊協力店会
第４地対艦ミサイル連隊ＯＢ会
第９後方支援連隊ＯＢ会「みちのく会」
第２対戦車ヘリコプター隊ＯＢ会
八戸駐屯地業務隊ＯＢ会
第５高射特科群ＯＢ会
第９施設大隊ＯＢ会「勇施会」
第９飛行隊ＯＢ会
第３０１高射直接支援隊ＯＢ会
第３８普通科連隊八戸地区ＯＢ会
八戸市危機管理部

離
任
部
隊
長
紹
介

駐
屯
地
は
、
令
和
５
年
１
月
13
日
（
金
）
駐
屯
地

体
育
館
に
お
い
て
、
駐
屯
地
成
人
式
を
実
施
し
た
。

今
年
の
新
成
人
は
、
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ

り
19
歳
と
20
歳
合
わ
せ
て
１
０
９
名
の
う
ち
訓
練
等

不
在
者
を
除
く
72
名
が
参
加
し
、
八
戸
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
来
賓
ご
臨
席
の
下
、
駐
屯
地
各
部
隊
長
が

参
列
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。

式
で
は
、
新
成
人
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
整
列
し
、

執
行
者
（
駐
屯
地
司
令
）
が
「
よ
り
一
層
の
努
力
と

健
闘
を
期
待
し
ま
す
。
」
と
新
成
人
を
激
励
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
、
第
１
０
１
高
射
特
科
隊
柳
沢

１
士
が
「
強
い
心
で
国
を
守
る
た
め
に
何
事
に
も
臆

す
る
こ
と
な
く
、
今
を
一
生
懸
命
過
ご
す
と
と
も
に
、

人
の
心
に
寄
り
添
え
る
優
し
い
自
衛
官
を
目
指
し
、

ま
た
立
派
な
大
人
の
自
衛
官
と
し
て
努
力
を
怠
ら
ず

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」
と
、
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
た
。

式
の
最
後
に
は
先
輩
隊
員
で
あ
る
第
２
対
戦
車
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
隊
渡
辺
３
曹
か
ら
激
励
の
言
葉
、
八
戸

陣
太
鼓
部
に
よ
る
祝
い
太
鼓
演
奏
を
実
施
し
、
人
生

の
新
た
な
門
出
を
祝
っ
た
。

１
等
陸
佐

倉
持

知
佳
夫

１
等
陸
尉

首
藤

仁

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
１
０
１
弾
薬
大
隊
、
大
分
へ

１
等
陸
尉

米
川

浩

武
器
学
校
、
土
浦
へ

防
衛
装
備
庁
、
市
ヶ
谷
へ

３
等
陸
佐

髙
橋

怜

陸
上
自
衛
隊

第
３
８
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊
長

第
１
０
２
特
科
直
接
支
援
隊

第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
隊
長

第
９
後
方
支
援
連
隊
長

執行者（駐屯地司令）
式 辞

中
央
業
務
支
援
隊
、
市
ヶ
谷
へ

八戸市長激励の言葉

3
月
30
日
付

新成人隊員

3
月
13
日
付

3
月
13
日
付

3
月
13
日
付

直
接
支
援
中
隊
長


